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巻頭言 柴の凜とした姿と、心の交流がうれしい
仙台市 土 井 鐵 徳

星女（ほしめ）は、我が家に来てからもう１０年に

もなる。仙台市から親子５人でミニバンにのって秋田

の五味さんの犬舎を訪ねた。雪の積もる前の１２月初

旬の頃だったと思う。初めて星女を見たときは、活発

で人なつこく綺麗な目と容姿に、娘たち３人は目を輝

かせて大喜びしていた。そのまま我が家に連れ帰り、

この子犬の名前を家族で考えた。しかしいくら考えて

も、ロマンチックでかわいい登録名の星女よりも良い

名前が出てこなくて、結局星女のままになった。

三女の知香は、そのとき小学校２年生で、まだピカ

ピカの一年生のなごりがあり、家族みんなに子犬のよ

うにかわいがられていた。それが幸か不幸か、家族は

星女のことを時々「知香」と呼びかわいがっていた。

知香も「私はここよ」と言いながら困惑していた。時

たまではあるが未だに星女を「知香」と呼んでしまう。

知香は「私はもう高二です。ふん。」とむくれる。も

ちろんわざとからかっているのではなくて、自然と知

香と言ってしまうのだ。私たちの頭の中には、「星女、

知香、ちいさい、かわいい」というキーワードがイン

プットされていて、星女＝かわいい＝知香、∴星女＝

知香、となってしまうのだと思う。しかし不思議なこと

に、 知香を見て星女とは言わなかった。なぜだろう？

星女が我が家にきてからすぐに犬小屋作りをはじめ

た。たたみ一畳分のスペースと人間が入って中を掃除

できるだけの空間があり、夏はメッシュで風が入り、

冬は風を防いで光りが入るようにアクリル板を装着で

き、床は断熱材入りにした。子供たちと一緒に休日の

数日間、朝から晩までかけ、ようやく年内に完成した。

その後小屋の前をブロック張りし、小屋の上には大き

なカーポートを架けた。冬は小屋の中に、妻の手製の

寝袋で電熱マットと座布団を包んでケージに入れ、星

女がその中にすっぽり入れるようにした。おかげで星

血統登録について

①．仔犬が生まれた方は御一報下さい。（用紙送付）

②．申し込みには登録料が必要です。

③．血統登録、犬舎名登録は五文字以内で、漢字に

は必ずふりがなを付けること。

④．両親犬のカラー写真（５×６㎝以上）を添付。

⑤．二週間以内に、カラー印刷で発行しています。

女は冬でもいびきをかいて眠ることができたし、私た

ちもカーポートの下で星女と一緒にバーベキューを楽

しむことができた。 春や夏に、我が家（星女含む）

は毎年離島のキャンプ場や民宿に同室で４泊程滞在し

た。またそのほか宿泊する場合はどこに行くにも星女

と一緒だった。今でも宿探しに苦労している。（宮城

県のお勧めの宿は鎌先温泉の木村屋旅館です。）星女

の生きる残り時間は少なくなってきている。今は、冬

の夜間は、家の内玄関の中で暖かくしてあげて、みん

なで声をかけてなでている。でも、散歩は私や娘達を

引きずる位に元気だ。（ここだけの話。ほっぺにチュ

ウは星女だけが許してくれる。）

三女の妹として迎えた感じの星女だったが、今では、

近所のおばさんや子供達にも愛されて、子供達にスキ

ンシップを敬遠されている親父にも優しく接してくれ

ている。

草や葉を喰う事や、遠くを見て判断する事などの発

見について、その内に投稿します。（２００９．１０．２３）

8月11日以降､11月20日迄の中間会計報告

２００９．８．１０現 繰り越し ＝ ４９２、２２０．－

１１．２０迄 収入 ＝ １４１、５００．－

１１．２０迄 支出 ＝ １８４、８４７．－

１１／２０現 中間残高 ＝ ４４８、８７３．－

事務局長 樫尾 豊
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N P O 法 人 北海道・東北支部交流会開催報告
縄文柴犬研究センター 支部長 橘 宏

台風の心配があって、開催当日はどうなるかと思わ

れた天候も、案に相違して、前日から実に穏やかな秋

日和！！開催当日は朝から日本晴れの素晴らしいお天

気となり、参加の犬達は勿論のこと遠くから花巻農業

高校に駆けつけてくださった会員のみなさんと、準備

に力を寄せられた地元の役員の方、そんな苦労も吹っ

飛ぶような雰囲気の中、交流会は行われました。花農

文化祭に便乗？しての今回の交流会でしたが、参加の

親子犬の何とも可愛らしい仕草、存在を主張し続ける

我が家の犬（閉会までずっと吠え続けていました。）

などで、グランドに集まった方々は延べ２００～３００人に

達するでしょうか？我が縄文柴犬に注目、特に子供や

学生・生徒には親子犬や縄文柴犬という犬にたいして

の認識がひろがったのではないかと思える一日でした。

花農の皆さんのさまざまなお心使いに、本当に感謝

いたします。心から御礼申し上げます。

さて、来年は北海道で、と期待されていますが、皆

さんはどうでしょうか？今年はフエリー会社の撤退が

あって、なかなか津軽海峡を渡るのが大変になりまし

たが、北海道の地で開催となると、これはしっかり受

け止めねば、と、思っていますが。ともあれ、本年は

盛会裡に終了できたことを参加の皆さん、会員の皆さ

んと共に喜びあいたいと思います。（２００９．１１．．０３）

関連：１０ページ

総会・理事会・審査部会のご案内
NPO法人 縄文柴犬研究センター 理事長 新 美 治 一

日程:2010年 2月27日(土)～2月28日(日)

場所:岩手県･大沢温泉予定

2/27:午後 3時00分～ 4時00分＝審査部会

午後 4時00分～ 7時00分＝理事会

2/28:午前 9時00分～11時30分＝総会

宿泊･会費は約1万円ほどですが､詳細は別項にてご

案内いたします｡

会員の方なら何方でも参加できます｡早めに日程の

調整をお願いし､多くの皆様の参加をお待ち致します｡

次号会誌は､2月1日発行(原稿締め切り12月25日)を

予定し､委任状ハガキを同封致します｡

諸料金一覧

会 費 ・ 入 会 金 １，０００ 円

・ 年 会 費 ５，０００ 円

登録料 ・ 血統書発行 一頭 １，５００ 円

・ 犬 舎 名 ２，０００ 円

・ 登録再発行 一頭 １，０００ 円

・ 単 独 犬 ２，０００ 円
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〈自然から心を学ぶ一冊〉

毒性を持つ、例えば日本に棲息するヘビの仲間でいえば、

マムシ、ハブ、ヤマカガシなどが生きていられるのは抗体

を秘めているからである。抗体がなければ噛まれて死ぬ恐

れがある。死なないためには抗体を自らの体内に宿してい

なければならない。

ずいぶん乱暴で独断的な言い方しかできなくて申し訳な

いとは思いつつも、ここで悪態をつかないわけにはいかな

いのだが、私が言わんとするのは、本書に脈打つ血の通っ

た思想が、その抗体に相当するものではないかということ

である。包み隠さずに言えば、そうした思いが読後感でも

あった。

秋田営林局を皮切りに林野行政を歩み、やがて抗体とし

ての森林生態学をこの国に築いた碩学と、その弟子たちに

よって本書は編まれている。

世界遺産白神山地に見られる林野行政による依怙地なま

での入山禁止規制は、自然との交感で得られる人間の自由

な精神を抑圧・蹂躙することから、私はこれまでの著作で

も述べているように若いころ「エコファシズム」あるいは

「営林署帝国主義」と呼んでいた。ブナの巨木を徹底的に伐

採し、ブナと融和関係にある自然環境、そしてその自然環境

に育まれ、連綿と息づいてきた縄文以来のブナ帯文化を破

壊したのだ。これは誰もが認める、揺るぎない事実である。

①カルガモの死骸。毒殺されたのではないだろうか。

歴史を振り返ればわかることだが、帝国主義が生み出さ

れるには必然的な背景があってのことである。しかし、こ

の稿はそれを問い質すことが目的ではない。

本書に脈打つ思想は、それが思想であるがゆえに、山の

自然にかぎらず日常世界に潜む理不尽さをも照射する。京

都タワーについて書かれたくだりを引用しよう。「明らか

に京都の風景をしゃ断するじゃま物でしかない。私は都市

の自然景観が多くの市民のためのもので少数の特定の人に

だけ与えられるものではないと思う」ここで指摘している

のは他者のまなざしであり、この視点が私たち大多数には

欠落している。弘前駅に立ってみれば、自然景観が内包す

るそのことの意味に気づかされるはずである。かつて眺め

る者に、四季おりおりの季節感を抱かせた岩木山はいまは

まったく見ることができない。

この場を借りて、もう一つ卑近な例を述べれば、私は市

内の桜ケ丘に住んでいるのだが、ちかくの緑地で、この三

年間にカルガモ三羽、カラス一羽、犬二匹が殺された。殺

されたと断言できるのは、鳥獣は自殺しないからである。

しかも外傷がなく数㍍範囲内の歩道で殺されている。何者

かが毒物を撒いたのだろう。

原因の一端は路上に立てられた市役所の「犬・猫等の入

園を禁止します」にある。この文言には正当な根拠がない。

②散歩道のわきの草むらにあったカルガモの死骸。

日頃世話になっている森林生態学者から著作を寄贈され

たので、せっかくだから紹介文を書いた。『これからの日

本の森林づくり』（四手井綱英ほか・ナカニシヤ出版） と

いう本である。紹介文の内容がいささか過激であり、いく

らなんでも掲載はきついかもしれないと思いつつ『陸奥新

報』に投稿したら案の定ボツにされた。といって、けしか

らんなどとこれっぽっちも考えていないので誤解しないで

いただきたい。

じつのところ私が言いたかったのは、本の紹介もさるこ

とながら、べつのところにもあった。それを知ってもらう

ためには、ボツになった紹介文をまずは掲げよう。

シバの散歩道 (4) 根 深 誠 （文筆家・釣り師・元登山家）

危険な散歩道 ＝市役所の迷惑看板＝ その１
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それにもかかわらず結果として、傀儡応援団のような市民

が登場し、看板を無視する散歩者を監視するようになった。

ときには市民同士で悶着が起きる。私が推理するに、傀儡

応援団の敵対感情がむき出しになって毒殺事件が発生した

のではあるまいか。私は市役所に再三にわたって抗議した

が、いまだに無視されている。

行政のこうした退嬰的な態度は日本社会を劣化させる陋

習であり、上記の営林署帝国主義と通底するものと思われ

る。これはあきらかに変革を要する。このたび政権が交代し

たので、地方にも刷新の風が吹き込み、抗体ができることを

期待したい。本書の内容がその一助になれば幸いである。

私が読者に知ってもらいたいのは、カルガモやイヌが殺

された事件についてである。なぜ殺されたのか、だれが殺

したのか。近隣の市民同士の感情対立もふくめて、そのこ

とを連鎖的に考えると、看板の文言に原因の一端があるよ

うに思われる。

最後にイヌが殺されたのは、この稿を書いている三週間

あまり前、つまり二〇〇九年九月のことだ。朝方、散歩中

のミニチュアダックスが二匹、道端の草をなめるか食べる

かして午後から変調をきたし、一匹は夕方死亡、一匹は動

けなくなり、その後、病院に連れて行って手当てを受け、

一命は取り留めた。

飼主は「看板を無視した私も悪いんです」と話していた

が、それはない。筋違いである。というのは散歩中、イヌ

には係留義務が課せられているがネコにはない。それにネ

コは文字が読めないし、放し飼いにされているのだから、

このことを考えると看板の内容は現実との整合性をあきら

かに欠いている。無視されてもやむをえないのではないか。

にもかかわらず、なぜ、間違った文言を市役所の名前で

堂々と掲げることができるのだろうか。「お上意識」だろ

うか。

③看板の立っている階段をおりた付近にすべての死骸が集中していた。

※ ※ ※

私は市議を介して市役所に説明を求めた。

数日後、わが陋屋に市役所の職員が説明に見えた。内心

驚いたのだが、若者から中高年まで五人も来たのだ。五人

で一人前なのか、それとも人員削減の対象になるほど余剰

人員がいるのでは、などとあらぬことを考えてしまった。

それに加えて、誰一人として職名を名乗らなかったのには

唖然とした。弘前市役所は巷の噂どおり、相当にフザケテ

いるなと思われた。

一時間半にわたってグジャグジャやりとりがあった（内

容については長くなるので省略）。それでは埒が明かない

ので、文書で回答してほしい旨を私は述べた。その内容を

見て、不服があるときはつぎの手を考える、ということも

合わせて伝えた。

後日、つぎのような公文書が郵送されてきた（資料１）。

看板設置の経過説明にとどまり、話し合いで私が提示した

問題を解決しようとする意志が文面からはまったく感じら

れない。

私は口頭で伝えたように納得がいかないので、つぎのよ

うな直訴状を市長に渡してもらうため市役所の秘書課に届

けた（資料２）。

北上する台風１８号の影響で雨降りの日だった。文面に

もあるように、市長に直訴するのは二度目のことであり、

市長が「上から目線」でなければ、これ以上に有効な方法

はないのである。つまり弘前市役所は、上意下達の「お上

意識」で凝り固まった世界なのである。
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⇦

資料１

⇨

資料２
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(問題点１)

・回答書を一読して疑問に思ったこと。看板設置の背景に

ついて一部理解できる。これは問題点７とも関連する。し

かし世相は時代とともに変化するのであり、今日において

も妥当なものなのかどうか。このことを検証する必要があ

るのではないか。つまり、いつ、だれが（たぶん市長）設置

したのだろうか。

(問題点２)

・看板の文言の誤り→散歩中、犬には係留義務があるが猫

にはない。

①狂犬病予防法 ②青森県条例 ⇩

近隣同士の市民間の衝突→カラス１羽・カルガモ

３羽・犬二匹殺害（註）

（註） 場所は二つの看板に挟まれた数メートルの範囲

内の通路近辺。最近の例、先月９月中旬の朝方、ミニチュ

アダックス二匹が道端の草をなめるか食べるかして午後に

なって容態悪化、一匹は夕方死亡、一匹は病院の手当てで

一命を取り留める。被害者は桔梗野の住人。

(問題点３)

・看板が原因の近隣市民同士の衝突。付近の市営住宅の住

民が監視役をしている。「看板が見えねのが」「そご通る

な」「市役所から頼まれているのだ」 ⇩

・原因として推察されることがら。連鎖的に考えると、

監視役の怒りがエスカレートして殺害につながったのでは

ないか。 ⇩

・解決策として考えられることがら。①問題点は「入る

な」ではなく糞害なのだから、これはあくまでも飼主のマ

ナーに帰属する問題であり、文言を変更する。例えば「犬

の散歩者は糞を放置しないように！」そして民意による啓

蒙を図る。②玉虫色の看板ではあっても賛否両論があるの

だから話し合いの場を設定する。ほかに具体的な改善策が

あれば教示願いたい。

(問題点４)

・私個人の問題ではない、地域社会の問題なので善処して

いただきたい。もちろん一元的に弘前市内のすべての看板

というわけにはいかない事情もあるでしょう。それぞれの

固有の問題もかかわってくるでしょうから。この問題は問

題点６ともつながる。

(問題点５)

・ゴルフ玉が飛んできて散歩者が危険にさらされている。

当たっている人も複数いる。以前、市議を通じて市役所に

注意を促した。 ⇩

「ボールに注意」の看板を立てても玉は飛んできている。

→これでは問題の本質、つまり安全性が解決されていない。

→「きものセンター」の社長にも話したことがある。

(問題点６)

・犬を連れての通行を認めない理由に弘前公園も認めてい

ないのだからと述べている。しかし同列に扱うこと自体、

おかしいのではないか。弘前公園は国指定の史跡ではあり

ませんか。その歴史や内容（公園内の施設・重要文化財）が

まったく異なるのであり、長さ数メートルの通路や町内の

小さな広場や空地になった緑地にその論理を当て嵌めるの

は筋違も甚だしいのではありませんか。

(問題点７)

・市民の苦情、トラブルなどを解決するのも市役所の役割

ではないでしょうか。それなのに提起された問題にまった

く触れることのない回答は野放し状態、つまり黙認を意味

するものではありませんか。そんなことでいいのでしょう

か。市の看板が住民間のトラブルの原因になっている。

(問題点８)

・糞害の苦情を述べる市民の意見を聞いて、もう一方の犬

を連れた散歩者の意見を聞かないのは片手落ちではないの

か。マナーを守る飼主をも排除していいのか。公平性に欠

くのではないか。その理由はいかに。

(問題点９)

・回答にあるように糞害に対する苦情が問題なのであれば、

そのように文言を改正すべきではないでしょうか。なぜ改

善しようとしないのでしょうか。私からの意見というか苦

情をいえば、風通しのいい地域社会のためにもものの道理

をわきまえてほしい。

(問題点１０)

・９月１８日に職員五人が私の家を訪れ、話し合いをした。

席上、五人が職名を明かさなかった理由。失礼でなければ

教えてください。

(問題点１１)

・回答書の表題は「注意看板」になっています。ところが

現実の立て看板には「禁止します」とあります。注意と禁

止ではまったく意味が異なるのではないか。このあたりの

認識について問い正したい。

※ 以上、十一項目について、公開を前提とした回答をお

願いします。もし私の質問事項の内容に誤りがあるのであ

ればお詫び致します。指摘してください。

《話し合いの内容メモ及び、それに関連した問題点(質問事項)》

（平成２１年）２００９年１２月１５日 Jomon Shiba 第 ４号

－７－
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私達、何がうれしいかって？？

こまっちゃうなあ・・・ごはんでしょ！・・・あ、

いやそうじゃない！散歩！散歩！サンポ！！だあ！！

なぜって？わっからないかなあ～？？？

ワレワレ犬にとっては、「散歩」って、大変大事な意

味があるの。

まず、「情報集め」・・・ここにどんな犬や猫、そ

の他のマークが残されているか？縄張りを守る・仲良

しが来たか？等々を早く知りたいの。つまり、パトロ

ールってわけ。

マジメなのよ。早くでかけようヨ！

それから、ちょっと小さい声で言わせてもらうと、

「おトイレ」・・・一晩中、がまんしていると、ほめ

てくれるのはうれしいのだけれど、ホントは早く出し

たいのっ！これってＪｏｅだってＭｏｎだって同じ。だか

ら、「争い」はしかたないでしょ！

Ｍｏｎにしてみれば、先輩なのだからワタシが先に出

て当たり前！

それなのに、チビのくせに生意気なＪｏｅのヤツ！わ

たしとしては一生懸命教えてるのよ。絶対に、この教

育はやめられません。

オトーサン！

がんばってるわたしを褒めてください！

今日もがんばるＭｏｎより
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